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岩
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
島
の
西

部
か
ら
南
部
に
か
け
て
は
、
石
灰

岩
と
礫
、
砂
か
ら
な
る
琉
球
層
群

が
厚
く
分
布
し
、
石
灰
岩
の
部
分

は
切
り
立
っ
た
海
食
崖
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

徳
之
島
町
の
地
層

徳
之
島
町
の
西
部
で
は
、

四
万
十
類
層
群
に
対
比
さ
れ
て
い

る
堆
積
岩
と
、
そ
の
堆
積
岩
に
貫

入
し
た
花
こ
う
岩
が
山
地
を
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
花
こ
う
岩
は
鹿

児
島
で
最
も
古
く
、
古
第
三
紀
の

約
６
１
０
０
万
年
前
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

金
見
崎
の
沖
に
あ
り
、
釣
り
の

名
所
に
も
な
っ
て
い
る
ト
ン
バ
ラ

岩
は
花
こ
う
岩
で
で
き
て
お
り
、

堆
積
岩
に
は
海
底
の
地
滑
り
の
証

拠
で
あ
る
ス
ラ
ン
プ
構
造
※
２
が

発
達
し
て
い
ま
す
。
亀
津
、
井
之

川
で
は
、
そ
の
地
層
の
中
に
、
当

時
の
海
底
火
山
か
ら
流
れ
出
た
枕

状
溶
岩
が
挟
ま
っ
て
い
ま
す
。
海

洋
地
殻
の
移
動
で
海
溝
に
達
し
た

溶
岩
を
挟
ん
だ
地
層
が
隆
起
し
た

も
の
で
、
島
の
形
成
過
程
を
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奄
美
群
島
の
成
り
立
ち

奄
美
群
島
を
含
む
南
西
諸
島

は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
境

界
に
位
置
し
、
１
５
０
０
万
年

前
以
降
か
ら
の
沖
縄
ト
ラ
フ
（
深

い
溝
、
海
溝
）
の
形
成
、
地

殻
変
動
に
よ
る
隆
起
・
沈
降
、

１
７
０
万
年
前
以
降
か
ら
の
気

候
変
動
に
よ
る
海
水
準
の
変
動
、

サ
ン
ゴ
礁
の
発
達
に
伴
う
琉
球

石
灰
岩
の
堆
積
な
ど
で
形
成
さ

れ
、
こ
の
間
に
大
陸
と
の
結
合

と
分
離
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。現

在
の
奄
美
群
島
は
、
奄
美

大
島
か
ら
加
計
呂
麻
島
、
与
路

島
、
請
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、

沖
永
良
部
島
、
与
論
島
ま
で
の

８
つ
の
有
人
島
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
の
あ
る
自
然
や
文

化
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
奄
美
大
島
と
徳
之
島
が
、

沖
縄
県
北
部
の
や
ん
ば
る
、
西

表
島
と
と
も
に
世
界
自
然
遺
産

へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

徳
之
島
の
地
質

徳
之
島
の
地
質
は
、
四シ

万マ
ン

十ト

帯タ
イ

※
１
の
白
亜
紀
付
加
体
と
古

第
山
紀
暁
新
世
の
花
こ
う
岩
を

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み

第
11
回

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
の
中
で
、
対
象
地
域
の
希
少
種
や
固
有

種
の
豊
富
さ
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
徳
之
島
を
含
む
奄
美
群
島

が
形
成
さ
れ
た
過
程
や
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
地
質
の

違
い
な
ど
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

奄
美
群
島
の
成
り
立
ち
と
と
も
に
、
徳
之
島
の
地

質
特
性
を
考
え
、
町
内
で
も
地
質
が
異
な
る
こ
と

に
よ
り
採
集
で
き
る
様
々
な
岩
石
を
紹
介
し
ま
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
殻
変
動
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
枕
状
溶
岩
（
下
久
志
海
岸
）

基
盤
と
し
、
そ
れ
ら
か
ら
な
る

産
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
更

新
世
の
琉
球
層
群
が
覆
っ
て
大

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
南
東

部
の
一
部
を
除
い
て
、
ほ
と
ん

ど
の
地
域
の
付
加
体
の
岩
石
は

花
こ
う
岩
類
に
よ
る
接
触
変
成

作
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

付
加
体
の
岩
石
か
ら
化
石
は

全
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

砂
岩
優
勢
の
北
部
は
、
北
東
側

の
奄
美
大
島
の
中
南
部
に
、
玄

武
岩
と
泥
質
岩
が
優
勢
の
南
部

は
、
奄
美
大
島
中
東
部
の
白
亜

紀
付
加
体
に
対
比
し
て
い
ま
す
。

北
部
～
東
部
の
こ
れ
ら
基
盤
岩

の
露
出
は
、
海
岸
沿
い
で
良
好

で
、
南
東
部
で
は
枕
状
溶
岩
も

し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の

白
亜
紀
付
加
体
に
は
蛇
紋
岩
、

か
ん
ら
ん
岩
か
ら
な
る
超
苦
鉄

質
岩
が
付
随
す
る
こ
と
が
古
く

か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
白

亜
紀
付
加
体
の
分
布
す
る
超
苦

鉄
質
岩
類
は
、
徳
之
島
と
四
国

南
部
、
薩
摩
半
島
に
し
か
な
く
、

そ
の
成
因
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

一
方
、
北
東
部
の
景
勝
地
ム

シ
ロ
瀬
は
、
暁
新
世
の
花
こ
う
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徳
和
瀬
の
白
嶺
神
社
が
建
つ
森
は

「
テ
ィ
ラ
山
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
聖

地
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
文

政
３
年
（
１
８
２
０
年
）、
現
在
の
場
所

に
お
堂
を
建
て
観
音
菩
薩
の
木
造
を
安
置

し
、
地
区
住
民
の
祈
願
所
と
し
ま
し
た
。

そ
の
お
堂
は
、
明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）

の
廃
仏
禁
制
に
よ
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
８
年
後
に
は
地
元
住
民
の
寄
付

で
新
築
さ
れ
、
雷
神
と
学
問
の
神
で
あ
る

菅
原
道
真
公
の
神
霊
を
勧
請
し
、
白
嶺
神

社
と
称
し
ま
し
た
。

前
回
、
諸
田
池
を
紹
介
し
た
際
に
、
池

の
整
備
と
同
時
に
観
音
堂
が
造
ら
れ
た
※

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
徳
和
瀬
の
場
合

も
、
テ
ィ
ラ
山
に
観
音
菩
薩
を
安
置
す
る

お
堂
が
建
立
さ
れ
る
１
年
前
、「
和
瀬
村

（
現
徳
和
瀬
）
の
溜
池
の
補
修
事
業
を
行
っ

た
」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
池
整
備
と
観

音
堂
建
立
の
関
連
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

神
社
の
あ
る
テ
ィ
ラ
山
周
辺
の
聖
地

は
、
東
側
の
県
道
を
挟
ん
だ
場
所
に
「
積チ

石ン

山シ
ャ

」
と
呼
ぶ
古
い
墓
地
。
西
側
の
山
は

神
迎
え
の
聖
地
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る

「
ア
ー
ク
ン
ト
ゥ
」、
南
側
に
は
「
神カ

浴マ

川ミ
コ

」
と
い
う
小
川
が
流
れ
、
北
側
は
墓
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
和
瀬
の
本
来
の
地
名
は
「
和
瀬
」
で
、

下
久
志
と
同
様
に
明
治
20
年
（
１
８
８
７

年
）
に
県
告
示
に
よ
り
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
に
漂
着
し
た
船
の
記
録
で
は
、
享

保
18
年
（
１
７
３
３
年
）
に
「
和
瀬
村
下

に
唐
船
一
艘
が
漂
着
、
船
は
破
損
し
て
い

た
の
で
捨
て
流
し
、
乗
組
員
15
人
を
陸
に

揚
げ
琉
球
に
赴
く
予
定
」
と
あ
り
、「
和

瀬
村
」
と
い
う
表
記
が
残
っ
て
い
ま
す
。

※
「
諸
田
村
に
た
め
池
が

で
き
、
同
村
へ
観
音
堂
を
始

め
て
建
立
し
た
。
破
損
の
後
、

亀
津
に
立
て
直
し
た
」
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
11
回
＝
徳
和
瀬
集
落
＝

【お問い合わせ先】
町郷土資料館
☎ 82―２９０８

森の中に静かに鎮座する白嶺神社

町内で採集できる岩石
右記のような地層や地質の特徴から、町内でも様々な岩石や鉱物を採

集することができます。平成 19 年に、当時尾母中学校の１年生だった
田畑智弘さんが、島内の 36 カ所を回って集めた岩石の標本を製作し、
夏休みの理科自由研究課題として県へ提出し特選を受賞しました。

標本は、岩石を用いて具体的に島の地質が示されています。町内のみ
でも、火山岩では玄武岩と輝緑岩。深成岩に分類されるアプライドと花
こう岩質アプライド、黒雲母花こう岩。堆積岩では頁岩と砂岩、ビーチ
ロック。広域変成岩の枕状溶岩や黒色千枚岩、泥質ホルンフェルス、緑
色片岩、蛇紋岩の４分類で計 13 種類を採集しており、島の東部を構成
する地質の多様性を知ることができます。

同中学校で保管していた田畑さんの標本は、学校側と保護者のご協力
により、町郷土資料館へ寄贈して頂きました。同館では、児童生徒の皆
さんの課題研究などの参考になるよう展示していますので、是非ご覧く

ださい。

※１：四万十帯とは、四
シ

万
マン

十
ト

層
ソウ

群
グン

とも呼ばれる房総半島から関東山地、赤石
山脈、紀伊山地、四国山地南部、九州山地南部を経て沖縄本島まで帯状に
分布する地域の地質学における地帯区分のこと。

※２：スランプ構造（地滑り構造）とは、海底などに堆積した堆積物が、固
化していないうちに海底などの斜面を滑り落ち、不規則に乱堆積してでき
た構造のこと。

参考文献：「徳之島の地層」鹿児島大学総合研究博物館
「徳之島、沖永良部、硫黄鳥島の地質」地質調査総合センター田畑智弘さんが島内で採集した

岩石の標本
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まちの話題 ●● ●

１
月
25
日
に
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
26
年
度
公
民
館
講
座
学
習
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

４
０
０
名
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
、
同
講

座
受
講
生
の
舞
台
発
表
や
展
示
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
広
場
で
は
、
木
工
や
手

芸
、
絵
画
や
陶
芸
な
ど
の
作
品
を
展
示
。

舞
台
発
表
で
は
、
三
味
線
や
島
唄
、
ダ
ン

ス
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
10
種
目
27
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
春
ら
ん
ま
ん
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
町

社
会
教
育
課
・
健
康
増
進
課
・
保
健
セ
ン

タ
ー
主
催
）
が
２
月
１
日
、
町
総
合
運
動

公
園
周
辺
の
遊
歩
道
を
巡
る
４
㎞
の
コ
ー

ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
約
２
０
０
人
が
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
花

見
を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

当
日
は
寒
さ
が
身
に
染
み
る
一
日
で
し

た
が
、
仲
間
や
家
族
と
花
見
や
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
う
ち
に
体
が
温
ま
り
、

参
加
者
に
は
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

徳
之
島
町
母
間
の
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
で
２
月
２
日
、
町
柑
橘
生
産
組
合
主

催
の
「
た
ん
か
ん
品
評
会
及
び
出
発
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
質
向
上
を
図
り
、

今
年
産
の
好
調
な
販
売
へ
期
待
を
込
め
ま

し
た
。

品
評
会
で
は
、
玉
揃
い
や
果
皮
の
着
色
、

糖
度
と
酸
味
な
ど
７
項
目
に
つ
い
て
審

査
。
県
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
と
同
大
島
支

庁
徳
之
島
事
務
所
農
業
普
及
課
、
各
町
役

場
の
果
樹
担
当
者
が
審
査
委
員
を
務
め
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
産
地
賞
の
三
賞
を

選
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
各
賞
に
入
選

し
た
果
実
を
手
に
取
り
、
見
事
な
出
来
に

感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

【
品
評
会
入
賞
者
（
敬
称
略
）】

最
優
秀
賞
：
幸
健
一
（
亀
津
）

優
秀
賞
：
吉
本
勝
太
（
反
川
）

産
地
賞
：
幸
元
忠
久
（
花
時
名
）

徳
之
島
産
の
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
「
春
一

番
」
の
合
同
出
発
式
が
１
月
31
日
、
徳
之

島
町
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回

が
初
め
て
と
な
る
、
JA
あ
ま
み
徳
之
島
と

天
城
両
事
業
本
部
の
合
同
で
の
出
発
式

に
、
約
４
５
０
名
の
生
産
者
や
関
係
者
が

集
ま
り
一
致
団
結
を
誓
い
ま
し
た
。

両
事
業
本
部
の
今
期
共
販
目
標
は
６
，

２
０
０
ト
ン
で
、
島
全
体
か
ら
は
１
０
，

２
０
０
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
県
ブ

ラ
ン
ド
産
地
指
定
化
さ
れ
た
春
一
番
は
、

２
年
連
続
で
価
格
低
迷
。
昨
年
に
引
き
続

き
、「
定
時
・
定
量
・
定
質
の
出
荷
・
選
別
」

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
が
目
標
に
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
初
の
合
同
出
発
式
と
な

る
平
成
27
年
は
更
な
る
両
事
業
所
や
関
係

機
関
と
の
団
結
に
よ
り
、
農
家
所
得
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成 26 年度公民館講座学習フェア

春らんまん桜ウォーキング

たんかん品評会及び出発式

赤土新ばれいしょ「春一番」合同出発式

今年の成果を次の意欲へ

春の気配を楽しんで

自信をもって全国に！

団結して農家所得の向上を

「
敷
居
が
高
く
感
じ
る

三
味
線
教
室
。
公
民
館
講

座
で
は
島
外
出
身
者
で
も

快
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え

有
り
難
い
」
と
話
し
、
教

室
の
仲
間
と
見
事
な
三
味

線
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り

し
て
い
た
ら
楽
し
く
て
、

あ
っ
と
い
う
間
。
ま
だ

ま
だ
歩
け
そ
う
」
と
沢

山
の
仲
間
た
ち
と
笑
顔

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

三
味
線
教
室
を
受
講
　
高
妻
　
広
幸
さ
ん

神
之
嶺
小
学
校
　
　
野
中
　
加
那
さ
ん

松
田
　
う
み
さ
ん
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●● ● Town news

今
年
度
の
後
期
分
の
徳
之
島
町
内
の
小
・
中
学
生
で
様
々

な
学
習
活
動
で
活
躍
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
で
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
り
し
た
児
童
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

《
平
成
26
年
度
徳
之
島
町
学
力
向
上
対
策
試
験
成
績

優
秀
者
》（
学
校
名
）

【
１
月
12
日
実
施
：
中
学
生
の
部
】

○
５
教
科
総
合
得
点
１
位
～
３
位

１
年
生

２
年
生

３
年
生

１
位

１
位

１
位

幸
山
千
尋(

亀
津)

福
井
啓
人(

亀
津)

黒
田
七
菜(

亀
津)

２
位

２
位

２
位

安
達
優
志
朗(
亀
津)

里
内
豊(

亀
津)

上
木
優
衣(

亀
津)

３
位

３
位

３
位

向
井
由
貴(

亀
津)
秋
丸
昌
也(

亀
津)

堀
部
七
海(

亀
津)

○
各
教
科
の
１
位

一
年
生

二
年
生

三
年
生

国
語
向
井
由
貴(

亀
津)

竹
山
瑞
香(

東
天
城)

吉
村
綾
乃(
亀
津)
上
木
優
衣(

亀
津)

社
会
向
井
由
貴(

亀
津)

福
井
啓
人(

亀
津)

秋
丸
昌
也(

亀
津)

黒
田
七
菜(

亀
津)

数
学
幸
山
千
尋(

亀
津)

里
内
豊(

亀
津)

秋
丸
昌
也(

亀
津) 

黒
田
七
菜(
亀
津)

理
科
幸
山
千
尋(

亀
津)

福
井
啓
人(

亀
津)

黒
田
七
菜(

亀
津)

英
語
竹
山
瑞
香(

東
天
城)

里
内
豊(

亀
津)

黒
田
七
菜(

亀
津)

※
小
学
生
の
部
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
春
植
え
推
進
出
発
式
（
町

糖
業
振
興
会
主
催
）
が
２
月
３
日
、
町
役

場
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
生
産
農
家

と
関
係
者
や
団
体
か
ら
約
１
０
０
名
が
参

加
。
あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、
春
植
え
目

標
面
積
３
４
０
ha
達
成
を
力
強
く
誓
い
ま

し
た
。

式
で
、
町
糖
業
振
興
会
長
の
高
岡
秀
規

町
長
は
「
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

収
穫
面
積
を
確
保
で
き
る
よ
う
町
と
し
て

も
し
っ
か
り
農
家
を
支
え
て
い
き
た
い
」

と
激
励
。
南
西
糖
業
徳
之
島
事
業
本
部
の

岩
淵
達
夫
本
部
長
は
「
２
工
場
体
制
を
維

持
す
る
こ
と
が
島
の
経
済
に
と
っ
て
も
重

要
。
目
標
の
３
４
０
ha
を
何
と
し
て
も
ク

リ
ア
ー
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
、
同

社
徳
和
瀬
原
料
統
括
事
務
所
の
松
山
富
吉

所
長
の
掛
け
声
で
目
標
達
成
に
向
け
気
勢

を
上
げ
ま
し
た
。

サトウキビ春植え推進出発式
小雨の中で力強く

教
育
委
員
会
だ
よ
り

【
そ
の
他
の
学
習
関
係
】（
名
前
順
不
同
）

英
語
検
定

準
２
級
黒
田
七
菜(

亀
津
中
３
年)

３
級

廣
知
奈
、
廣
尾
ゆ
り
か
、
前
村
さ
く
ら
、

眞
形
沙
紀
、
村
上
楓(

亀
津
中
３
年)

、
里
内
豊
、

安
芽
里
香
、
吉
村
綾
乃(

亀
津
中
２
年)

、

頂
汐
里(

井
之
川
中
３
年)

数
学
検
定

３
級

本
田
匠(

東
天
城
中
３
年)

漢
字
検
定

準
２
級
上
松
雄
大(

山
中
２
年)

、

山
口
亜
貴
奈(

山
中
３
年)

３
級

奥
村
文
香
、
村
上
楓
、
米
山
み
ど
り(

亀
津
中
３

年)

、
脇
田
侑
紀
、(

亀
津
中
２
年)

、
竹
山
瑞
香

(

東
天
城
中
１
年)

、池
田
桃
花(

東
天
城
中
３
年)

、

岡
元
星
礼
奈(

山
中
２
年)

７
級

中
江
莉
玖
斗
、
櫻
木
慎
也(

尾
母
小
５
年)

９
級

櫻
木
菜
々
子
、
中
江
流
星(

尾
母
小
３
年)

10
級

柳
澤
紀
充(

尾
母
小
２
年)

、

杉
光
輝
、
東
拓
海(

尾
母
小
１
年)

全
国
書
画
展
覧
会
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
賞　

矢
神
慧
隼(

亀
津
小
２
年)

南
日
本
硬
筆
展
：
南
日
本
新
聞
社
賞　

原
初
寧(

亀
津
小
３
年)

　
　
　
　
　
　

：
南
日
本
芸
術
学
園
賞　

倉
田
芽
依(

亀
津
小
４
年)

鹿
児
島
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４　

Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
：
県
知
事
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
友
哉(

亀
津
小
４
年)

全
国
書
画
展
覧
会
：
筆
都
大
賞　

倉
田
芽
依(

亀
津
小
４
年)

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

全
日
本
小
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
：
ベ
ス
ト
４

市
来
崎
大
祐(

亀
津
小
３
年)

全
空
連
空
手
道
県
中
学
生
大
会
：
形
個
人　

準
優
勝

嶺
山
歩
美(

井
之
川
中
２
年)
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ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
亀
津
地
区
に
お
き
ま
し
て

は
役
場
庁
舎
屋
上
の
サ
イ
レ
ン
も

従
来
ど
お
り
併
用
い
た
し
ま
す
。

3/15
～

4/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
３
月
14
日　

18
時
～

国
民
文
化
祭
in
と
く
の
し
ま

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

（
町
文
化
会
館
）

■
３
月
18
日　

13
時
～
17
時

年
金
相
談

（
東
区
公
民
館
）

■
３
月
19
日　

９
時
30
分
～
13
時

年
金
相
談（

花
徳
支
所
）

■
３
月
21
日　

18
時
～

在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
町
文
化
会
館
）

■
３
月
23
日

町
立
幼
稚
園
卒
園
・
修
了
式

■
３
月
24
日

町
立
小
学
校
卒
業
式

■
３
月
25
日

町
立
小
・
中
学
校
修
了
式

■
４
月
６
日

町
立
小
中
学
校
入
学
式

■
４
月
10
日

町
立
幼
稚
園
入
園
式

■
４
月
10
日　

15
時
～

町
転
入
教
職
員
宣
誓
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
、
住
み
慣
れ
た
家
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
現
在
と
こ
れ
か
ら
の
シ
マ
の
暮
ら

し
と
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
共
催 / 

徳
之
島
保
健
所
・
大
島
郡
医
師
会
・
徳
之
島
町
・
伊
仙
町
・
天
城
町
）

■
日
時

平
成
27
年
３
月
21
日
（
土
）
18
時
～
20
時
30
分
（
受
付
17
時
30
分
～
）

■
会
場　

徳
之
島
町
文
化
会
館

■
内
容　

テ
ー
マ
：
で
き
る
だ
け
家
で
過
ご
し
た
い

～
地
域
で
支
え
る
シ
マ
の
暮
ら
し
～

◇
講
演
：
川
越
厚
先
生
、
川
越
博
美
先
生

◇
島
内
各
職
種
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

介護

住
み
慣
れ
た
家
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

徳
之
島
地
区
　
在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

町
介
護
福
祉
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
４
１
）

問

年
金
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

1.
開
設
日
時
・
会
場

①
日
時　

平
成
27
年
３
月
18
日

（
水
）
13
時
～
17
時
ま
で

会
場　

亀
津
東
区
会
館

②
日
時　

平
成
27
年
３
月
19
日

（
木
）
９
時
30
分
～
13
時

会
場　

徳
之
島
町
役
場
花
徳
支

所
会
議
室

年金

2.
相
談
内
容

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
等
の
年
金
制
度
全
般
に
関

す
る
こ
と

な
お
、
ご
来
場
の
際
は
年
金
手

帳
や
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」、
運

転
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
で
き
る

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

町
住
民
生
活
課　

年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

問

ＮＨＫプロフェッショナル

～仕事の流儀～に出演！

徳
之
島
町
で
は
住
宅
火
災
が
発

生
し
た
場
合
、
防
災
無
線
の
屋
外

拡
声
器
か
ら
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
は
約
１
分
の
間
に
５

回
繰
り
返
し
吹
鳴
し
ま
す
。

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
、
消
防
団
の

招
集
の
た
め
に
鳴
ら
す
も
の
で
す

が
、
火
災
が
発
生
し
た
集
落
の
皆

様
に
も
報
知
す
る
た
め
の
重
要
な

サ
イ
レ
ン
で
す
。

深
夜
や
就
寝
中
に
鳴
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と

防災

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

町
総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
総
務
課
消
防
交
通
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
３
）

問

統計

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
終
了
に
つ
い
て

「
２
０
１
４
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
。

調
査
対
象
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
に
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
、
回
収
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
統
計
調

査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問



広報とくのしま 2015 年 3月号– 7 –

税金

増
税
の
予
定
ま
た
申
告
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

■
軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
原
動
機

付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
２
輪
の
小
型
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
を
所
有
す
る
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
な
お
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど

を
し
た
場
合
で
も
、
普
通
自
動
車
税
と
異
な
り
、
月

別
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
年
度
分
の

税
金
は
全
額
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
申
告
や
届
出

軽
自
動
車
等
を
取
得
・
譲
渡
・
廃
車
及
び
住
所
・

名
義
が
変
更
し
た
時
は
届
出
が
必
要
で
す

申告区分

種
類

申
告
場
所

１
２
５
cc
ま
で
の

バ
イ
ク
と

小
型
特
殊
自
動
車

町
役
場
税
務
課

軽
自
動
車
係

☎
82
―
１
１
１
１

１
２
５
cc
を
超
え

る
バ
イ
ク

徳
之
島
自
動
車
整
備
組
合

☎
82
―
０
７
３
２

軽
自
動
車

（
６
６
０
cc
ま
で
）
徳
之
島
自
動
車
整
備
組
合

☎
82
―
０
７
３
２

（
注
意
）
車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に
、
手
続
き
を

し
な
い
で
お
く
と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税
の
増
税
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
の
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年

度
か
ら
軽
自
動
車
税
が
変
更
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
原
動
機
付
自
転
車
・
１
２
５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
な
ど
の
車
両

（
平
成
27
年
度
よ
り
変
更
予
定
に
な
り
ま
す
）

車
種
区
分

平
成
26
年
度
ま
で
平
成
27
年
度
か
ら

原付

50
㏄
以
下

１
，
０
０
０
円

２
，
０
０
０
円

50
㏄
超
90
㏄
以
下

１
，
２
０
０
円

２
，
０
０
０
円

90
㏄
超
１
２
５
㏄

以
下

１
，
６
０
０
円

２
，
４
０
０
円

ミ
ニ
カ
ー

２
，
５
０
０
円

３
，
７
０
０
円

軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
超

２
５
０
㏄
以
下
）

２
，
４
０
０
円

３
，
６
０
０
円

小
型
二
輪

（
２
５
０
㏄
超
）

４
，
０
０
０
円

６
，
０
０
０
円

小型特殊

農
耕
作
業
用

１
，
６
０
０
円

２
，
４
０
０
円

そ
の
他

４
，
７
０
０
円

５
，
９
０
０
円

町
税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

花
徳
支
所

☎
84
―
０
０
４
８

問

②
軽
四
輪
な
ど
の
車
両

平
成
27
年
度
４
月
１
日
以
後
に
新
規
取
得
さ
れ
た
分
の
税

額
と
な
り
ま
す
。（
実
際
課
税
さ
れ
る
の
は
平
成
28
年
度
か
ら

と
な
り
ま
す
。）

車
種
区
分

現
況

平
成
28
年
度
か
ら

三
輪

３
，
１
０
０
円

３
，
９
０
０
円

四輪以上

乗
用

自
家
用

７
，
２
０
０
円

１
０
，
８
０
０
円

営
業
用

５
，
５
０
０
円

６
，
９
０
０
円

貨
物

自
家
用

４
，
０
０
０
円

５
，
０
０
０
円

営
業
用

３
，
０
０
０
円

３
，
８
０
０
円

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初
の
新
規
検
査
を
し
て
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
四
輪
車

等
に
つ
い
て
標
準
税
率
の
概
ね
20
％
の
重
課
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
28
年
度
分
か
ら
）

車
種
区
分

平
成
28
年
度
か
ら

三
輪

４
，
６
０
０
円

四輪以上

乗
用

自
家
用

１
２
，
９
０
０
円

営
業
用

８
，
２
０
０
円

貨
物

自
家
用

６
，
０
０
０
円

営
業
用

４
，
５
０
０
円
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奄
美
群
島
の
産
業
振
興
の
た
め

に
必
要
な
資
金
を
様
々
な
業
種
の

方
へ
融
資
し
て
お
り
ま
す
。

●
融
資
利
率

年
０
・
８
５
％
～
年
３
・
０
％

(

Ｈ
27
年
１
月
31
日
現
在)

●
融
資
期
間

最
高
15
年
（
一
部
据
置
あ
り
）

上
記
以
外
に
も
融
資
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

開
発
基
金
の
融
資
制
度

に
つ
い
て

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

（
独
）
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
５
１
１

農地購入 果樹植栽 家畜購入

中古船取得 農 林 水 産 物 の 流 通 加 工

観光関連産業 地域活性化 地域資源振興

問〒８９４―００２６
奄美市名瀬港町１番５号

◇
町
立
幼
稚
園
保
育
料
が
平
成
27
年
４
月
１

日
よ
り
改
定
予
定
で
す
。

平
成
24
年
８
月
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

の
制
定
に
よ
り
現
行
の
町
立
幼
稚
園
保
育
料
が
左

記
の
よ
う
に
改
定
予
定
で
す
。

階
層
区
分

保
育
料
月
額

生
活
保
護
世
帯

０
円

市
町
村
民
非
課
税
世
帯

１
，
５
０
０
円

市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額

７
７
，
１
０
０
円
以
下

２
，
０
０
０
円

市
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額

７
７
，
１
０
１
円
以
上

２
，
５
０
０
円

改
定
料
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
改
正
が
必
要
で

す
の
で
、
平
成
27
年
３
月
の
定
例
議
会
に
上
程
し
、

可
決
す
れ
ば
４
月
よ
り
施
行
と
な
り
ま
す
。

幼稚園

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
改
定
予
定
で
す

町
立
幼
稚
園
保
育
料
に
つ
い
て

町教育委員会
学校教育課
☎ 82―１３０８

問

○
国
民
健
康
保
険　

被
保
険
者
証
の
切
り
替
え
に
つ
い

て
平
成
二
十
七
年
度
の
「
被
保
険
者
証
」
の
切
り
替

え
を
、
保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
三
月

中
旬
に
「
簡
易
書
留
」
で
の
郵
送
交
付
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
又
、
窓
口
交
付
を
希

望
の
方
は
、
お
早
め
に
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
遠
方
の
学
校
で
修
学
す
る
た
め
に
家
族
と
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
方
の
「
学
生
用
被
保
険
者
証
」
の
交
付

に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
申
請
交
付
と
な
り

ま
す
。

・
次
年
度
発
行
分
の
「
在
学
証
明
書
」
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
本
庁
又
は
花
徳
支
所
窓
口
で
申
請
し
て
下
さ

い
。又

、
卒
業
さ
れ
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
係
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
「
申
告
」
は
お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告
や
町
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
資
料
の
基
と
な
る
と
と
も
に
、
保
険
税

の
軽
減
判
定
や
入
院
時
の
食
事
代
、
高
額
療
養
費
の

判
定
に
か
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
早
め
の
申

告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

国保

被
保
険
者
証
の
切
り
替
え
と
申
告
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
健
康
増
進
課
国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
５
、１
３
６
）

問
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今年も阪神尼崎駅前広場にて「徳之島まつりＩＮ尼崎」が開
催されます。

日時：平成２７年３月２８日 ( 土 )　９：００～１７：００
平成２７年３月２９日 ( 日 ) ９：００～１７：００
場所：阪神尼崎駅前広場（中央公園・中央噴水前）
関西にお住まいの郷友会の皆様と一緒に
行ないますので、お近くにお住まいの
ご家族・ご友人にお知らせください。
会場では、伝統芸能の披露や
徳之島出身アーティストのミニライブ、
徳之島の物産展などが行われます。
たくさんの方々のご参加をお待ちしています！

ヘルシーアイランド
美農里（みのり）館
住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも、
美農里館の情報および観光情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

美農里館だより　３月号

この冬もあまみシマ博覧会が開催されます！
2 月 1 日 ( 日）～ 3 月 31 日 ( 火）の期間中、
奄美群島の島々で、その地ならではの体験ができます！
徳之島町内では、
・陶芸体験とお食事（鶏飯）パック
・夜光貝のアクセサリー作り
・クジラ探し＆ウォッチングクルーズ
・パワーストーンブレスレットを作ろう！
・ぶらり島スナップとカフェ
・徳之島の焼酎飲みくらべ
・シマの音色に触れる 90 分
・亀津浜踊りを体験してみませんか？
・奄美民謡と三味線体験
上記の９プログラムが体験できます。春休みを迎えるこの
季節に、島の魅力を発見してみませんか。
体 験 プ ロ グ ラ ム の ご 予 約 は …0997-54-2621（9：00 ～
17：00 まで）
各プログラムの詳細はあまみシマ博覧会公式ホームページ
http://shimahaku.goontoamami.jp/ をご覧ください。

「 第 4 回徳之島まつりＩＮ尼崎が

開催されます !!

観光係より
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世界自然遺産登録への歩み
町の話題
教育委員会だより
町からのお知らせ
美農里館だより
健康トピックス
わきゃ学校自慢（亀津小学校）
／題字紹介／目次
戸籍の窓／国民文化祭等

今月の

坂田　心桜さん（亀津小学校 5年生）
4 年生から習っている習字。うれしさ
や楽しさを感じるのは、上手く書けた時
や級が上がった時。教室の仲間と楽しそ
うに練習に励んでいました。
学校生活や習い事も一所懸命で、がん
ばり屋さんの心桜さん。習い事の中でも
そろばんは、中学校までに段の位に到達
する目標を持ってがんばっています。

02
04
05
06
09
10
11

12

index

表紙写真

「春らんまん桜ウォーキング」が
2月 1 日、町総合運動公園周辺の遊
歩道で開かれました。

ヤコウガイ（夜光貝）
殻の裏側に真珠層があり、
古くから螺鈿細工の材料
として利用されてきまし
た。現在は、乱獲により
生息数は激減。稚貝放流
などの取組が行われてい
ます。

表紙のイラスト
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2015．

3
月
号
　
№
490

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

町の史跡を
大切に！！

【出演者・イベント内容】
○国民文化祭徳之島町３町イベント紹介
○町民表彰者授賞式　故　中村正弘 氏
○中村正弘写真展（ロビー）○澤　愛香○闘牛太鼓
○井之川夏目おどり保存会○亀津浜おどり保存会
○ゆうなよさこい○結シアター手舞

【主催】国民文化祭徳之島町実行委員会
【協力】国民文化祭天城町実行委員会・国民文化祭伊仙町実行委員会
第 30 回国民文化祭徳之島町実行委員会（徳之島町教育委員
会社会教育課内）☎ 82 － 2904　ＦＡＸ：82 － 2905

2 月初旬、母間の線刻画そばの岩にい
たずら書きがされているのが発見されま
した。いたずら書きは、線刻画隣の岩に
線刻画をまねるように小石で削られてい
ました。
線刻画は、町の歴史が刻まれ、私たち
の先祖が残した大事な財産。一度つけら
れた傷は修復が難しく、歴史的価値が損
なわれる重大な損失となります。
私たちの子孫に島の歴史を末永く受け
継げるように、大切に扱いましょう。
【問い合わせ先】
町郷土資料館☎ 82―2908


